
(57)【要約】

【課題】

　保護素子に頼らず抵抗器自体の高パルス電圧に対する

耐久性を向上させる抵抗器が望まれる。

【解決手段】

　本発明は、抵抗器に上記保護素子等を設けることなく

、抵抗経路自体の形状、その経路幅及びその長さ等を調

整することにより構成される高耐久型高抵抗器に関する

ものである。即ち、本発明は、プレート状の絶縁基板の

上に、抵抗経路の両端部の抵抗値が低く中心部に向かっ

て高くなるような抵抗値の傾斜を持ち、その抵抗経路の

両端部の間隙が広く、且つジグザグ形状の無誘導抵抗経

路が形成してある高耐久型高抵抗器に関するものである

。

【選択図】　図２

JP 2007-142240 A 2007.6.7



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ レ ー ト 状 の 絶 縁 基 板 の 上 に 、 抵 抗 経 路 の 両 端 部 で そ の 経 路 自 体 の 幅 を 徐 々 に 変 え る こ
と で 抵 抗 値 が 低 く 中 心 部 に 向 か っ て 高 く な る よ う な 傾 斜 を 持 ち 、 そ の 抵 抗 経 路 の 両 端 部 の
間 隙 が 広 い 抵 抗 器 で あ り 、 且 つ 無 誘 導 抵 抗 経 路 が 形 成 し て あ る 高 抵 抗 器 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 高 耐 久 型 高 抵 抗 器 に 関 す る も の で あ る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 加 速 器 な ど の 放 射 線
発 生 器 ま た は 電 子 顕 微 鏡 な ど 、 高 電 圧 を 利 用 す る 装 置 に お い て 、 そ の 高 電 圧 を 分 圧 す る た
め に 使 用 さ れ る 場 合 に 、 装 置 内 部 の 放 電 に 起 因 す る 高 パ ル ス 電 圧 が 発 生 し て も サ ー ジ 電 流
が 流 れ ず 、 抵 抗 値 の 変 化 が な い 高 耐 久 の 高 抵 抗 器 の 内 部 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 数 十 ｋ Ｖ ～ 数 Ｍ Ｖ の 高 電 圧 場 で 使 用 さ れ る 従 来 の 高 抵 抗 器 の 種 類 と し て は 、 外 観 は 円 筒
形 で 抵 抗 体 と し て は 厚 膜 型 が 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 。 抵 抗 値 と し て は 、 数 Ｍ Ω ～ 数 百 Ｍ
Ω の 抵 抗 器 が 回 路 係 数 に 合 わ せ て 直 列 若 し く は 並 列 に 複 数 接 続 さ れ 、 高 電 圧 の 分 圧 の た め
に 使 用 さ れ て い る 。 こ れ ら の 抵 抗 器 は 、 抵 抗 体 に 一 定 の 幅 の 溝 が 螺 旋 状 に ト リ ミ ン グ 加 工
さ れ て お り 、 こ の 溝 の 長 さ を 調 整 す る こ と に よ り 目 的 と す る 抵 抗 値 と な る よ う に 製 造 さ れ
て い る 。 こ の よ う な 螺 旋 状 の 抵 抗 経 路 で あ る と イ ン ダ ク タ ン ス が 大 き く な り 、 サ ー ジ 電 流
に よ り 抵 抗 器 内 部 で 局 所 的 な 電 位 勾 配 が 起 こ り 、 放 電 損 傷 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 抵 抗 器 を 実 際 に 高 電 圧 発 生 機 器 内 で 使 用 す る 場 合 に は 、 耐 電 圧 に 余 裕 を 持 っ て
抵 抗 器 を 選 定 し 取 付 を 行 う が 、 放 電 に 伴 っ て 発 生 す る 高 パ ル ス 電 圧 に 対 し て は 一 般 的 に 脆
弱 で あ る 。 そ の た め の 対 策 方 法 と し て は 、 抵 抗 器 の 両 端 に 半 球 形 の 放 電 電 極 を 取 り 付 け て
、 高 パ ル ス 電 圧 が 発 生 し た 場 合 に は 、 こ の 電 極 間 で 放 電 す る よ う に 距 離 を 調 整 し 、 抵 抗 器
に か か る 過 度 の 電 圧 を 低 減 す る 方 法 や 、 又 、 抵 抗 器 へ 並 列 に コ ン デ ン サ ー や 定 電 圧 ダ イ オ
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ー ド を 接 続 し て 、 高 パ ル ス 電 圧 に 伴 い 発 生 す る サ ー ジ 電 流 を 逃 す 保 護 素 子 に よ り 保 護 す る
方 法 な ど が 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 。 そ の 他 の 対 策 方 法 と し て は 、 抵 抗 器 の 前 段 に チ ョ ー
ク コ イ ル や サ ー ジ ア ブ ソ ー バ ー 等 を 挿 入 し 、 入 力 の 段 階 で 保 護 す る 方 策 な ど が 用 い ら れ る
場 合 が あ る 。 こ れ ら は 、 何 れ も 抵 抗 器 を 別 の 部 品 で 保 護 す る 対 策 手 法 で あ る 。 　
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ６ ４ ４ ０ ４ 号 公 報 （ 端 子 線 付 き 平 板 形 大 電 力 抵 抗 器 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ ３ ９ １ ５ 号 公 報 （ 無 誘 導 被 膜 型 固 定 抵 抗 器 と そ の 製 造
方 法 ）
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ ９ ４ ０ ３ 号 公 報 （ 金 属 巻 線 抵 抗 器 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 高 電 圧 場 で 使 用 さ れ る 抵 抗 器 の 使 用 状 態 は 、 抵 抗 器 １ 個 当 た り 数 ｋ Ｖ ～ 数 十 ｋ Ｖ の 耐 電
圧 性 能 が 要 求 さ れ 、 殆 ど の 場 合 、 保 護 素 子 は そ れ 以 上 の 耐 電 圧 性 能 が 必 要 と な る 。
　 こ れ ら の 保 護 素 子 は 、 不 要 な 交 流 変 動 成 分 を 多 く 流 す も の や 、 耐 電 圧 が 高 く な る に つ れ
保 護 素 子 を 通 じ て 流 れ る 漏 洩 電 流 が 多 く な る も の な ど 、 精 密 な 電 圧 検 出 を 行 う に は 使 用 に
適 さ な い も の が あ る 。 ま た 、 こ れ ら の 保 護 素 子 に は 、 寿 命 が 決 ま っ て い る も の が あ り 定 期
的 に 交 換 が 必 要 に な り 、 長 期 間 の 使 用 が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の 他 の 問 題 点 と し て は 、 素 子 形 状 が 耐 電 圧 性 能 に 比 例 し て 大 き く な る 傾 向 が あ り 、 取
り 付 け る た め の 空 間 も 広 く 取 る 必 要 が あ る 。 こ の た め に 、 こ れ ら を 含 む 回 路 系 が 大 き く な
り 、 装 置 内 部 の 部 品 の 配 置 の 再 検 討 、 又 は 装 置 全 体 の 外 形 変 更 に 繋 が る 。 そ の た め 、 保 護
素 子 に 頼 ら ず 抵 抗 器 自 体 の 高 パ ル ス 電 圧 に 対 す る 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が 望 ま れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 抵 抗 器 に 上 記 保 護 素 子 等 を 設 け る こ と な く 、 抵 抗 経 路 自 体 の 形 状 、 そ の 経 路
幅 及 び そ の 長 さ 等 を 調 整 す る こ と に よ り 構 成 さ れ る 高 耐 久 型 高 抵 抗 器 に 関 す る も の で あ る
。 即 ち 、 本 発 明 は 、 プ レ ー ト 状 の 絶 縁 基 板 の 上 に 、 抵 抗 経 路 の 両 端 部 の 抵 抗 値 が 低 く 中 心
部 に 向 か っ て 高 く な る よ う な 抵 抗 値 の 傾 斜 を 持 ち 、 そ の 抵 抗 経 路 の 両 端 部 の 間 隙 が 広 く 、
且 つ ジ グ ザ グ 形 状 の 無 誘 導 抵 抗 経 路 が 形 成 し て あ る 高 耐 久 型 高 抵 抗 器 に 関 す る も の で あ る
。 前 記 抵 抗 経 路 で は 、 電 流 が ジ グ ザ グ 状 に 形 成 さ れ た 抵 抗 経 路 に 流 さ れ 、 そ の 経 路 周 囲 に
発 生 す る 磁 場 が お 互 い 逆 転 し て 隣 接 し た 抵 抗 経 路 に 発 生 す る 磁 場 を 打 ち 消 し 合 う の で 、 そ
の 抵 抗 経 路 周 囲 に は 電 磁 誘 導 に よ る 誘 導 起 電 力 の 発 生 を 最 小 限 に す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 抵 抗 器 の 抵 抗 経 路 に お い て 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 そ の 形 状 が 全 体 と し て
ジ グ ザ グ 形 状 の 無 誘 導 形 状 で あ っ て 、 そ の ジ グ ザ グ 経 路 の 両 端 部 に お け る 幅 が 広 く 、 且 つ
そ の ジ グ ザ グ 経 路 の 中 心 部 に 向 け て 前 記 両 端 部 か ら 徐 々 に そ の 幅 が 狭 く な る 形 状 と し 、 そ
の ジ グ ザ グ 形 状 の 抵 抗 経 路 に お い て 、 そ の 両 端 部 の 抵 抗 値 が 低 く 、 そ の 中 心 部 に 向 か っ て
徐 々 に 抵 抗 値 が 高 く な る よ う に 抵 抗 経 路 を 形 成 す る こ と に よ り 、 高 パ ル ス 電 圧 に よ り 発 生
す る 抵 抗 経 路 の 局 所 的 な 電 位 勾 配 が 抑 制 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 高 耐 久 型 抵 抗 器 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 高 耐 久 抵 抗 器 は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 プ レ ー ト 形 状 の セ ラ ミ ッ ク 絶 縁 基 板
a上 に 、 ジ グ ザ グ 形 状 で 、 且 つ そ の ジ グ ザ グ 経 路 の 両 端 部 に お け る 幅 が 広 く 、 そ の ジ グ ザ
グ 経 路 の 中 心 部 に 向 け て 前 記 両 端 部 か ら 徐 々 に そ の 幅 が 狭 く な る 抵 抗 経 路 を ス ク リ ー ン 印
刷 に よ り 形 成 し 、 抵 抗 経 路 に お け る 目 的 と す る 抵 抗 値 の 調 整 を 抵 抗 経 路 の 中 央 部 の 長 さ に
よ り 行 い 、 更 に よ り 正 確 な 抵 抗 値 の 調 整 を 抵 抗 経 路 間 に ト リ ミ ン グ 加 工 ｄ を 施 す こ と に よ
り 行 い 、 前 記 両 端 部 に 端 子 電 極 bを 接 合 し 、 こ の 端 子 電 極 に リ ー ド 線 cを 接 合 し 、 抵 抗 経 路
表 面 と 端 子 電 極 に 樹 脂 に よ る 保 護 塗 装 を 施 す こ と よ り 作 製 さ れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-142240 A 2007.6.7



　 本 発 明 の 高 耐 久 型 高 抵 抗 器 の 抵 抗 経 路 形 状 に つ い て 、 図 １ を 用 い て 説 明 す る 。 抵 抗 経 路
の 両 端 の 幅 を 広 く し 、 徐 々 に 狭 く す る 。 抵 抗 経 路 の 幅 は 、 Ａ を 最 少 幅 と し た 場 合 、 抵 抗 経
路 の 幅 を Ａ <Ｂ <Ｃ <Ｄ <Ｅ の 関 係 と な る よ う に し 、 且 つ 抵 抗 経 路 の 距 離 を ２ × Ｇ <Fの 関 係 と
な る よ う に す る 。 こ の よ う な 形 状 に す る こ と で 両 端 の 抵 抗 値 を 低 く 、 中 心 部 に 向 か っ て 高
く な る 傾 向 が で き 、 高 パ ル ス 電 圧 に よ り 発 生 す る 抵 抗 経 路 の 局 所 的 な 電 位 勾 配 が 抑 制 さ れ
る と 共 に 、 両 端 の 距 離 を 広 げ た 効 果 と し て 抵 抗 経 路 間 の 絶 縁 性 能 を 向 上 す る こ と が 出 来 る
。 更 に 、 イ ン ダ ク タ ン ス を 極 力 低 減 す る た め に 抵 抗 経 路 を ジ グ ザ グ 状 の 無 誘 導 形 状 に す る
。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 高 耐 久 型 高 抵 抗 器 に つ い て 、 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。 ス ク リ ー ン 印 刷 に よ り 抵
抗 経 路 を プ レ ー ト 状 の セ ラ ミ ッ ク ス 絶 縁 基 板 a上 に 作 製 す る 。 な お 、 目 的 と す る 抵 抗 値 を
得 る た め に は 破 線 部 分 の 長 さ で 調 整 を 行 う が 、 よ り 正 確 な 調 整 は ｄ の 斜 線 部 分 を ト リ ミ ン
グ 加 工 す る 。 抵 抗 経 路 の 両 端 は 、 リ ー ド 線 cと 共 に 端 子 電 極 bと 高 温 ハ ン ダ に て 接 続 す る 。
抵 抗 経 路 表 面 と 端 子 電 極 は 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂 に て 保 護 塗 装 を 行 う 。
　 [発 明 の 効 果 ]
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ り 、 抵 抗 経 路 の 抵 抗 値 の 傾 斜 化 と 一 部 の 抵 抗 経 路 間 の 間 隙 を 広 げ る こ と 、 及
び 無 誘 導 化 で 高 パ ル ス 電 圧 に 対 し て 飛 躍 的 な 耐 久 性 を 得 る こ と が 出 来 、 長 期 間 の 使 用 に 耐
え う る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 高 耐 久 型 高 抵 抗 器 は 、 放 射 線 発 生 装 置 ま た は 電 子 顕 微 鏡 な ど の 高 電 圧 を 利 用 す
る 装 置 に お い て 使 用 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 高 耐 久 型 高 抵 抗 器 の 抵 抗 経 路 形 状 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 高 耐 久 型 高 抵 抗 器 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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